
たまき
広　報 Public Information of Tamaki Town

April  2008

No.420

特集 火災多発………●
注目の話題 ピックアップ………●
お知らせ広場………●
歴史こぼれ噺………●
まちかど掲示板………●

�

2

1�

8

1�

4
大 会 結 果
総　合　1� 位（総合記録２時間 �� 分 2� 秒）
町の部　 ４ 位入賞



2城あとに夢を築くまち  たまき　2008-4

　　　平成19・（18）年玉城町内の火災状況　　　　　　　　　（　　）内は１８年

計

火　災　種　別 損
害
額（
千
円
）

出　　火　　原　　因 死傷者
建
物
火
災

林
野
火
災

車
両
火
災

船
舶
火
災

空
港
機
火
災

そ

の

他

た

ば

こ

こ

ん

ろ

ス
ト
ー
ブ

煙

突

排

気

管

電
灯
電
気
の
配
線

内
燃
機
関

火
あ
そ
び

焚

き

火

放

火

（
疑
い
）
な
ど

そ

の

他

不
明
・
調
査
中

死

者

負

傷

者
１月  3（1）1（1） 2（0） 4,959 （2,747） 1 （1） 1 1 1
２月  4（3）0（2） 4（1） 2（15,113） 2 （1） 1（2） 1 1（1）
３月  1（0）0（0） 1（0） 0 （0） 1
４月  3（0）1（0） 2（0） 5,912 （0） 1 1 1
５月  0（2） 0（1） 0（1） 0 （657） （1） （1）
６月  0（0）
７月  0（1） 0（1） 0 （263） （1）
８月  0（0）
９月  0（0）
10 月  0（0）
11 月  0（0）
12 月  2（2）1（1） 0（1） 1（0） 294 （100） 1 （1） 1（1）
累計 13（9）3（4） 0（3） 10（2）11,167（18,880） 2 （1） 1 1 （1）1（1）（1）（1） 2 2（3） 1 3（1） 2（1）

■
昨
年
は
13
件
の
火
災
発
生

　

火
災
件
数
を
過
去
10
年
間
で
み

る
と
、
年
平
均
約
８
件
発
生
。
年
に

よ
り
発
生
件
数
の
変
動
は
あ
る
も
の

の
、
平
成
18
年
か
ら
増
加
傾
向
に
あ

り
ま
す
。

　

昨
年
発
生
し
た
火
災

の
う
ち
、
火
災
種
別
で

は
建
物
火
災
が
約
23
％

（
３
件
）、
一
昨
年
は
約

40
％
（
４
件
）
に
上
り

ま
す
。
ま
た
そ
の
他
火

災
と
し
て
、
雑

草
地
で
の
火
災

が
発
生
し
て
い

ま
す
。

　

火
災
原
因
で
は
、

放
火
（
疑
い
含

む
）、
不
明
の
も

の
が
多
く
な
っ

て
い
ま
す
。

　

平
成
19
年
の
町
内
の
火
災
状
況
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
。
そ
れ
に
よ

る
と
昨
年
１
年
間
の
発
生
件
数
は
13
件
に
上
り
、
平
成
16
年
の
15

件
に
次
ぐ
発
生
数
と
な
り
ま
し
た
。
毎
日
の
暮
ら
し
に
欠
か
せ
な
い

「
火
」
で
す
が
、
ち
ょ
っ
と
し
た
油
断
が
火
災
に
つ
な
が
り
ま
す
。

火
の
取
り
扱
い
に
は
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

今
後
も
、
周
期
的
に
機
械
器
具
点

検
を
実
施
し
、
伊
勢
市
消
防
本
部
と
連

携
し
な
が
ら
火
災
予
防
に
努
め
ま
す
。

ま
た
、
各
自
治
区
・
事
業
所
か
ら
器

具
の
取
り
扱
い
方
法
な
ど
お
申
し
出

が
あ
れ
ば
お
伺
い
し
ま
す
。

　

３
月
１
日
か
ら
春
の
火
災
予
防
運

動
が
展
開
さ
れ
、
町
消
防
団
も
町
内

で
予
防
啓
発
を
行
い
ま
し
た
。

火
災
多
発

玉
城
町
役
場　

総
務
課　

☎
（
５
８
）
８
２
０
０

  

●
町
消
防
団

  

●
火
災
現
況

  

●
火
災
件
数
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■
な
ぜ
設
置
義
務
に
？

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
が
義
務

化
に
な
っ
た
背
景
に
は
、
住
宅
火
災

で
亡
く
な
っ
た
人
の
う
ち
約
６
割
の

人
が
「
逃
げ
遅
れ｣

が
理
由
で
命
を

落
し
て
い
ま
す
。

　
「
逃
げ
遅
れ
」
が
多
い
理
由
と
し

て
、
夜
間
、
就
寝
中
に
発
生
し
て
い

る
例
が
多
い
こ
と
も
原
因
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

ま
た
高
齢
化
が
ま
す
ま
す
進
ん
で

い
く
と
い
う
予
想
か
ら
、
こ
の
ま
ま

放
置
す
る
と
今
後
も
死
者
数
が
増
加

す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

そ
の
た

め
、
平
成

16
年
に
消

防
法
が
改

正
さ
れ
、

住
宅
部
分

の
寝
室
、

避
難
経
路

と
な
る
階

段
に「
煙
」

感
知
器
を

設
置
し
、

火
災
発
生

を
い
ち
早
く
警
報
で
知
ら
せ
る
住
宅

用
火
災
警
報
器
の
設
置
が
義
務
付
け

　

玉
城
町
消
防
団　

濵
口　

廣　

副

団
長
は
、
指
導
力
と
団
員
の
統
率
力

に
優
れ
て
い
る
と
し
て
、
３
月
16
日

に
三
重
県
知
事
功
績
章
を
受
章
し
ま

し
た
。

　

濵
口
副
団

長
は
、
昭
和

60
年
５
月
に

入
団
し
、
平

成
16
年
、
同

団
副
団
長
に
就
任
。
更
な
る
活
動
を

期
待
い
た
し
ま
す
。

  

●
表　
　

彰

  

●
住
宅
用
火
災
警
報
器
設
置
の
義
務
化

300

600

900

1200

1500

Ｈ９ Ｈ10 Ｈ11 Ｈ12 Ｈ13 Ｈ14 Ｈ15 Ｈ16 Ｈ17 Ｈ18

火災による死者数の推移（放火自殺者などを除く）
（人）

住宅火災に
よる死者数

住宅火災による
高齢者の死者数

923
865

981
936 923

992
1041 1038

1220 1187

517
449

549 517 511 525
589 590

691 688

「平成19年版　消防白書」による

ら
れ
ま
し
た
。
三
重
県
で
は
平
成
20

年
５
月
31
日
ま
で
に
設
置
し
な
く
て

は
い
け
ま
せ
ん
（
新
築
住
宅
は
平
成

18
年
６
月
１
日
か
ら
設
置
義
務
）。

■
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
種
類

火
災
の
「
煙
」・「
熱
」

を
感
知
す
る
二
種
類

が
あ
り
ま
す
。
感
知

を
す
る
と
「
ピ
ー
、

ピ
ー
、
ピ
ー
…
」な
ど
警
報
音
で
知
ら

せ
ま
す
。
今
回
の
法
律
改
正
で
設
置

が
義
務
づ
け
ら
れ
た

の
は
、「
煙
式
」で
す
。

（
※「
熱
式
」は
推
奨
。）

　

警
報
器
は
防
災
設

置
取
扱
店
や
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
な
ど

で
購
入
で
き
ま
す
。
購
入
の
目
安
は

図
の
よ
う
な
鑑
定
マ
ー
ク
が
付
い
た

も
の
を
お
選
び
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
玉
城
町
消
防
団
で
は
、
消
防

庁
が
共
同
購
入
を
推
奨
し
て
い
る
た

め
、
各
区
長
様
に
自
治
区
で
の
取
り

ま
と
め
を
お
願
い
し
、
あ
っ
せ
ん
す

る
こ
と
と
し
ま
し
た
。
共
同
で
大
量

に
購
入
す
る
こ
と
で
、
住
宅
用
火
災

警
報
器
を
安
く
手
に
入
れ
て
経
済
的

負
担
を
軽
減
す
る
と
と
も
に
、
悪
質

訪
問
販
売
の
防
止
に
も
効
果
が
期
待

さ
れ
る
た
め
で
す
。

※
生
活
保
護
世
帯
ま
た
は
65
歳
以
上

の
高
齢
者
の
み
の
世
帯
で
、
か
つ
生

活
保
護
基
準
に
準
じ
る
場
合
は
、
こ

の
住
宅
用
火
災
警
報
器
購
入
に
対
し

補
助
を
行
い
ま
す
の
で
、
生
活
福
祉

課
☎
（
５
８
）
８
２
０
３
へ
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

～
ご
注
意
～

消
防
署
や
自
治
体
の
職
員
が
住
宅
用

火
災
警
報
器
を
個
人
宅
に
訪
問
し
、

販
売
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
悪

質
な
業
者
に
は
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

■
設
置
場
所
は
ど
こ
に
？

　

平
成
18
年
中
の
時
間
帯
別
の
火
災

に
よ
る
死
者
発
生
状
況
は
、
22
時
台

か
ら
５
時
の
就
寝
時
間
帯
に
多
く
の

死
者
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
普
段
の
寝
室
に
使
わ

れ
る
部
屋
に
設
置
し
ま
す
。
ま
た
、

鑑定マーク

寝
室
が
２
階
に
あ
る
場
合
は
階
段
の

最
上
部
に
設
置
し
ま
す
。

　

取
付
場
所
に
つ
い
て
は
、
役
場
総

務
課
及
び
伊
勢
市
消
防
本
部
予
防
課

☎
（
２
７
）
１
２
６
８
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。
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寒
さ
吹
き
と
ば
せ

｢

元
気
で
す
た
ま
き｣

ま
つ
り

　

健
康
、
福
祉
、
環
境
ま
で
幅
広
い

分
野
の
祭
典｢

元
気
で
す
た
ま
き
ま

つ
り｣

（
社
会
福
祉
協
議
会
主
催
）

が
２
月
10
日
、
保
健
福
祉
会
館
で
開

催
さ
れ
、
家
族
連
れ
な
ど
た
く
さ
ん

の
参
加
者
で
終
日
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　

こ
の
日
、ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ル
で
は
、

町
内
の
小
・
中
学
生
を
対
象
に
募
集

し
た
福
祉
の
作
文
で
特
選
に
な
っ
た

奥
藤
達
万（
下
外
城
田
小
学
校
６
年
生
）

く
ん

荻
田
彩
花（
玉
城
中
学
校
３
年
生
）

さ
ん
の
発

表
、
続
い

て
有
田
小

学
校
、
京

セ
ラ
ミ
タ

！

Pick up

注
目
の
話
題

ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ

T
am

aki T
ow

n Report

ラ
ー
メ
ン
、
伊
勢
う
ど
ん
、「
ま
ご
の

店
」
で
お
な
じ
み
の
相
可
高
校
食
物

調
理
科
の
お
弁
当
が
限
定
販
売
さ
れ

た
他
、
館
内
で
販
売
さ
れ
た
豚
汁
、

お
に
ぎ
り
で
み
な
さ
ん
体
を
温
め
て

い
ま
し
た
。

　

午
後
か
ら
は
玉
城
中
学
校
吹
奏
楽

部
に
よ
る
「
元
気
で
す
た
ま
き
」
の

演
奏
や
健
康
運
動
指
導
士
の
平
岡
令

孝
さ
ん
に
よ
る
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
が
催

さ
れ
、
会
場
内
は
楽
し
い
雰
囲
気
に

包
ま
れ
、
訪
れ
た
み
な
さ
ん
は
身
近

に
福
祉
活
動
を
感
じ
て
い
ま
し
た
。

や
相
可
高
校

に
よ
る
、地
域

で
の
環
境
活

動
へ
の
取
り

組
み
発
表
が

あ
り
ま
し
た
。

　

会
館
内
に

は
福
祉
の
体
験
が
で
き
る
コ
ー
ナ
ー

が
設
け
ら
れ
た
ほ
か
、
血
圧
・
体
脂

肪
な
ど
の
チ
ェ
ッ
ク
、
疑
似
体
験
、

夢
工
房
た
ま
き
な
ど
の
作
品
販
売
、

参
加
・
ゲ
ー
ム
コ
ー
ナ
ー
に
は
多
く

の
人
が
集
ま
っ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
資
源
の
リ
サ
イ
ク
ル
を
考

え
る
紙
パ
ッ
ク
リ
サ
イ
ク
ル｢

ハ
ガ
キ

づ
く
り｣

、
着
物
の
リ
メ
イ
ク
作
品
・

リ
サ
イ
ク
ル

手
芸
の
展
示

な
ど
の
コ
ー

ナ
ー
も
に
ぎ

わ
い
を
み
せ

て
い
ま
し
た
。

　

お
昼
に
は
、

紙パック「ハガキづくり」のようす

着物のリメイク・リサイクル作品の展示

環境活動の発表をする相可高校の生徒のみなさん

健康チェックを体験する参加者

平岡さんのトークショー

作文を発表する奥藤くん作文を発表する荻田さん
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軽
度
の
発
達
障
が
い
を
も
つ
子
ど

も
に
ど
の
よ
う
に
接
し
て
い
け
ば
よ

い
か
２
月
12
日
、
生
活
福
祉
課
と
教

育
委
員
会
の
共
催
で
「
特
別
支
援
講

演
会
」
を
開
き
、
保
健
福
祉
会
館
に

町
内
外
か
ら
保
育
・
教
育
関
係
者
ら

１
３
０
人
あ
ま
り
が
集
ま
り
理
解
を

深
め
ま
し
た
。

　

講
演
会
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
え
じ
そ

ん
く
ら
ぶ
奈
良
「
ポ
ッ
プ
コ
ー
ン
」

事
務
局
長
の
西
田
清
さ
ん
を
講

師
に
「
気
に
な
る
子
ど
も
の
理

解
と
対
応
～
軽
度
発
達
障
が
い

の
理
解
を
深
め
、
子
ど
も
に
寄

り
添
う
支
援
を
～
」
と
題
し
て

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

Ａ
Ｄ
／
Ｈ
Ｄ
（
注
意
欠
陥
／

多
動
性
障
害
）
な
ど
の
軽
度
発

達
障
が
い
を
も
っ
て
い
る
お
子

さ
ん
を
「
困
っ
た
子
ど
も
」
で

は
な
く
、「
困
っ
て
い
る
子
」

と
認
識
を
持
ち
接
す
る
こ
と

や
、
障
が
い
は
固
定
し
た
も
の

で
は
な
く
必
ず
発
達
し
て
い
く

と
い
う
こ
と
を
忘
れ
ず
に
支
援
す
る

こ
と
が
大
切
な
ど
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

周
り
の
大
人
が
「
み
ん
な
と
一
緒

に
、同
じ
よ
う
に
す
る
」と
い
う
こ
と

を
求
め
が
ち
で
す
が
、「
み
ん
な
違
っ

て
み
ん
な
い
い
」
と
い
う
思
い
を
持

ち
な
が
ら
地
域
で
支
え
合
っ
て
い
く

こ
と
の
大
切
さ
を
語
ら
れ
ま
し
た
。

み
ん
な
違
っ
て　

み
ん
な
い
い
！

軽
度
発
達
障
が
い
の
理
解
深
め
る

！

子どもに寄り添う支援を語る西田さん

東
外
城
田
神
社
の
大
祭
に

勝
田
流
通
能
翁
舞
を
奉
納

ち
の
一
つ
勝
田
座
が
あ
り
、

当
時
、
北
畠
氏
の
保
護
を
受

け
伊
勢
地
方
の
寺
社
の
祭
礼

に
も
能
が
奉
納
さ
れ
て
い
ま

し
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
天
正
４
（
１

５
７
６
）
年
、
北
畠
氏
の
滅

亡
に
よ
り
後
ろ
盾
を
失
っ
た

勝
田
座
は
、
半
農
半
芸
の
地

方
猿
楽
と
な
り
や
が
て
伊
勢
市
通
町

に
移
り
、
こ
れ
が
今
に
伝
え
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

昨
年
の
里
帰
り
公
演
な
ど
を
き
っ

か
け
に｢

能
楽
勝
田
流
田
丸
社
中
」

の
み
な
さ
ん
が
、
伊
勢
神
宮
内
宮
参

集
殿
で
、

初
舞
台
を

ふ
ま
れ
る

な
ど
、
地

域
文
化
の

素
晴
ら
し

さ
が
再
確

認
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

昨
年
、
勝
田

に
あ
る
神
宮
末

社
鴨
下
神
社
で

４
３
０
年
ぶ
り

に
里
帰
り
し
た

勝
田
流
通
能
が

２
月
16
日
、
東

外
城
田
神
社
の

大
祭
に
併
せ
て

奉
納
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
、
神
社
の
拝
殿
で
勝
田

流
家
元
の
八
田
英
巳
さ
ん
が
五
穀
豊

穣
を
祈
る
翁
舞
を
披
露
し
、関
係
者
、

発
祥
の
地
勝
田
の
み
な
さ
ん
を
は
じ

め
約
１
０
０
人
が
、
厳
粛
な
雰
囲
気

の
な
か
で
舞
台
を
見
守
り
ま
し
た
。

　

こ
の
あ
と
、
外
城
田
小
学
校
体
育

館
に
場
所
を
移
し
、特
設
舞
台
で「
仕

舞
」・「
半
能
」
の
『
洞
あ
の
う

猩し
ょ
う

々じ
ょ
う』
な

ど
が
披
露
さ
れ
、
約
50
人
ほ
ど
の
観

客
が
入
っ
た
体
育
館
は
、
幻
想
的
な

ム
ー
ド
に
包
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

　

勝
田
に
は
室
町
時
代
ま
で
神
宮
に

猿
楽
能
を
奉
納
す
る
伊
勢
三
座
の
う

！

体育館で披露された洞猩々

東外城田神社拝殿で奉納された翁舞
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宮
古
の
石
風
呂

（
県
指
定
民
俗
資
料　

昭
和
40
年
指
定
）

　

２
月
18
日
、
富
向
山
田
宮
寺
で
国

の
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る

十
一
面
観
世
音
菩
薩
が
開
帳
さ
れ
ま

し
た
。

　

こ
の
日
、
境
内
で
は
修
験
者
ら
に

よ
る
柴さ
い

灯と
う

護ご

摩ま

や
、無
病
息
災
を
願
っ

て
素
足
で
火
の
上
を
歩
く
火
渡
り
護

摩
、
厄
年
の
人
た
ち
に
よ
る
厄
払
い

も
ち
ま
き
な
ど
が
行
わ
れ
、
時
々
、

小
雪
が
散
る
天
気
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

大
勢
の
参
拝
客
で
に
ぎ
わ
っ
て
い
ま

し
た
。

　

田
宮
寺
は
奈
良
時
代
、
伊
勢
神
宮

法
楽
寺
と
し
て
行
基
に
よ
り
建
立
さ

れ
た
と
伝
え
ら
れ
、
今
は
真
言
宗
の

古
刹
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

田
宮
寺
十
一
面
観
音
初
観
音
・
火
渡
り
神
事

（
国
重
要
文
化
財　

昭
和
25
年
指
定
）

！

　

本
尊
の
木
造
十
一
面
観

世
音
菩
薩
立
像
二
体
は
、

と
も
に
平
安
時
代
初
期
の

名
作
と
い
わ
れ
国
の
重
要

文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

毎
年
２
月
18
日
に
本
尊

の
御
開
帳
や
柴
燈
大
護
摩

火
渡
神
事
に
あ
わ
せ
催
し

物
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
本

尊
は
夫
婦
観
音
と
も
呼
ば
れ
、
安
産

祈
願
な
ど
多
く
の
信
仰
を
集
め
て
い

ま
す
。

石
風
呂
に
入
っ
て
身
を
清
め
ま
す
。

室
内
は
、
焼
か
れ
た
石
の
上
に
竹
が

組
ま
れ
、
池
の
水
で
浸
さ
れ
た
む
し

ろ
が
か
け
ら
れ
て
、
蒸
気
の
立
ち
こ

め
る
中
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

獅
子
は
境
内
で
天
狗
面
を
付
け
た

「
口
と
り
」
と
と
も
に
舞
っ
た
後
、

里
中
に
出
て
悪
霊
を
は
ら
い
な
が
ら

進
み
ま
す
。
道
中
に
は
ご
利
益
を
い

た
だ
こ
う
と
、
頭
を
か
ん
で
も
ら
う

地
元
の
人
達
が
た
く
さ
ん
待
っ
て
い

ま
し
た
。

　

宮
古
の
石
風
呂
は
仏
教
と
獅
子
舞

神
事
が
結
び
つ
い
て
潔
斎
に
使
わ
れ
、

神
仏
混
合
の
遺
風
を
伝
え
る
も
の
と

し
て
県
の
指
定
を
受
け
て
い
ま
す
。

　

旧
暦
正
月
10
日
（
最
近
は
こ
れ
に

近
い
日
曜
日
。
今
年
は
２
月
17
日
開

催
）、
宮
古
梶
原
寺
の
下
に
あ
る
小

池
の
傍
ら
に
建
つ
小
屋
で
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

獅
子
頭
神
事
に
か
か
わ
る
人
が
、

前
日
二
見
浦
へ
出
か
け
、
海
水
で
み

そ
ぎ
を
し
た
後
、
こ
の
日
の
早
朝
、

！

頭をかんでもらう地元のみなさん

石風呂に入る神事にかかわるみなさん

無病息災を願っての火渡り護摩

富向山田宮寺境内で行われた神事
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元
玉
城
町
民
生
委
員
・
児
童
委
員

の
岩
㟢
廣
美
さ
ん
（
岩
出
）
が
、
地

域
住
民
の
最
も
身
近
な
支
援
者
と
し

て
住
民
の
立
場
に
立
っ
た
支
援
を
行

う
な
ど
、
地
域
の
福
祉
向
上
の
た
め

に
活
躍
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
２
月
４

日
、
津
市
で
開
か
れ
た
三
重
県

健
康
福
祉
関
係
功
労
者
感
謝
の

つ
ど
い
に
お
い
て
功
労
表
彰
を

受
け
ま
し
た
。

　

岩
㟢
さ
ん
は
、
27
年
に
わ
た

り
各
委
員
と
し
て
活
躍
さ
れ
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体（
虹
の
会
）

に
も
所
属
し
、
地
域
福
祉
向
上

岩
㟢
廣
美
さ
ん

三
重
県
民
生
委
員
・
児
童
委
員
功
労
表
彰
を
受
賞

の
た
め
、
日
々
活
躍
さ
れ
ま
し
た
。

高
齢
者
、
児
童
、
一
人
親
、
障
が
い

者
福
祉
の
各
分
野
に
十
分
な
理
解
と

熱
意
が
あ
る
こ
と
か
ら
地
域
住
民
の

信
望
も
厚
く
、
他
の
模
範
と
な
ら
れ

て
い
ま
す
。

コラム町長

COLUMN in April,2008

L e t t e r  t o  y o u

　春光うららかに、城山が桜色に染ま
る季節が近づいてきました。
　3 月 2 日首都圏の玉城町出身者でつ
くる第 51 回『東京玉城会』（西村正次
会長）総会に出席しました。会員約
30 人の前で町内企業の協力や人口増
のことを申し上げましたところ、故

ふるさと

郷
の発展振りに一同驚かれていました。
村山龍平翁から寄贈いただいた三重県
第 1 号の 50m プールで泳いだお話や
城東・城下中学校が統合し、玉城中学
校が誕生した事、旧田丸小学校の講堂
にも頂いた立派なピアノがあった事な
ど、幼い頃の思い出のお話で盛り上が
りました。遠く故

ふるさと

郷を離れて玉城で生
まれ育ったことを誇りに思い、また熱
いまなざしを向けられているというこ
とでありました。
　改めて郷土の発展をご心配いただい
ている皆様の気持ちを大切にして、さ
らには桜が舞い散るころ玉城町を離
れ、これから新生活を迎える方々にも
故
ふるさと

郷を誇りとして持ち続けていただく
よう、町の皆様と共に玉城町を将来に
わたり輝き続ける存在感のあるまちに
として、期待に応えねばと意を強くし
ているところであります。
　なお、代表の小林芳郎先生（蚊野出
身弁護士）には、7 月頃に玉城版よう
こそ先輩講座第 1 号で講演をいただく
約束をしているのでぜひ楽しみに！

平成 20 年 3 月 14 日　町長室にて

　　玉城町長

！

受賞された岩㟢さん

　

宮
川
流
域
関
連
玉
城
町
公
共
下
水

道
管
渠
工
事
に
伴
う
工
事
安
全
祈
願

祭
が
１
月
31
日
、
田
丸
神
社
拝
殿
で

町
及
び
工
事
関
係

者
ら
が
出
席
し
て

行
わ
れ
ま
し
た
。

宮
司
に
よ
る
祝
詞

奏
上
に
続
き
、
辻

村
町
長
は
じ
め
工

事
関
係
者
ら
が
玉

串
を
奉
て
ん
し
、

工
事
の
安
全
を
祈

願
し
ま
し
た
。

　

宮
川
流
域
関
連
玉
城
町
公
共
下
水

道
管
渠
工
事
は
、
平
成
23
年
度
に
玉

城
町
に
到
達
予
定
の
宮
川
流
域
下
水

道
宮
川
幹
線
に
接
続
す
る
た
め
の
工

事
で
、
平
成
18
年
度
か
ら
順
次
整
備

し
て
い
る
も
の
で
す
。

　

今
回
の
工
事
地
区
は
、
中
楽
、
久

保
の
一
部
、
下
田
辺
の
一
部
、
羽
根

の
一
部
で
す
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
工
事
地
区
の
皆
様
に

は
、
大
変
ご
迷
惑
を
お
掛
け
い
た
し

ま
す
が
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

下
水
道
施
設
整
備
工
事
の
安
全
祈
願
祭

！
田丸神社での安全祈願祭
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お知らせ広場

税
務
住
民
課　

☎
（
５
８
）
８
２
０
１

■
一
人
ひ
と
り
の
税
金
が
ま
ち
を
支
え
て

い
ま
す

　
「
地
方
で
で
き
る
こ
と
は
地
方
に
」
と
い
う
方

針
の
も
と
進
め
ら
れ
て
い
る
「
三
位
一
体
の
改

革
」。
地
方
自
治
体
は
国
が
国
税
と
し
て
集
め
た

財
源
（
所
得
税
な
ど
）
の
中
か
ら
補
助
金
や
負
担

金
を
受
け
て
お
り
、
行
財
政
シ
ス
テ
ム
は
＂
自
主

性
＂
が
高
い
と
は
い
え
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

こ
の
た
め
、
市
町
村
は
自
主
的
に
財
源
を
確
保

し
、
住
民
に
と
っ
て
真
に
必
要
な
行
政
サ
ー
ビ
ス

を
自
ら
の
責
任
で
納
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
り

ま
し
た
。

　

つ
ま
り
、
み
な
さ
ん
一
人
ひ
と
り
の
税
金
が
、

今
ま
で
以
上
に
直
接
玉
城
町
を
支
え
て
い
く
重
要

な
役
割
を
担
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
国
に
頼
る

の
で
は
な
く
納
税
者
で
あ
る
町
民
の
み
な
さ
ん
の

支
え
な
く
し
て
玉
城
町
が
成
り
立
た
な
く
な
っ
た

と
言
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

以
上
の
こ
と
か
ら
、
滞
納
者
の
増
加
は
玉
城
町

の
歳
入
（
収
入
）
に
直
接
関
わ
っ
て
き
ま
す
。
収

納
率
の
向
上
が
自
治
体
財
政
へ
寄
与
す
る
こ
と
は

も
ち
ろ
ん
、
今
ま
で
以
上
に
納
税
者
の
公
平
公
正

性
を
保
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
り
ま
し
た
。

　

町
は
、
納
税
者
の
み
な
さ
ん
の
自
主
的
な
納
付

A p r i l

I nform
ation

T
am

aki N
ew

s

４
生
活
福
祉
だ
よ
り

生
活
福
祉
課　

☎
（
５
８
）
８
２
０
３

■
不
要
に
な
っ
た
入
れ
歯
を
寄
付
し
て
く
だ
さ
い
！

　

世
界
中
で
、
毎
年
１
０
０
０
万
人
近
く
の
罪
の

な
い
子
ど
も
達
が
5
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
る
こ
と

な
く
、
飢
え
や
病
気
で
命
を
落
と
し
て
い
ま
す
。

『
助
け
て
あ
げ
た
い
・
・
・
・
・
』

　

そ
こ
で
、
玉
城
町
で
は
、
皆
様
の
不
要
に
な
っ

た
入
れ
歯
を
回
収
し
、
世
界
の
恵
ま
れ
な
い
子
ど

を
期
待
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
納
期
限
を
過
ぎ

て
も
納
付
が
な
い
場
合
は
『
滞
納
』
と
な
り
、
や

む
を
得
ず
財
産
の
滞
納
処
分
（
差
押
・
公
売
な

ど
）
を
執
行
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
差
押
財

産
の
調
査
の
た
め
、
滞
納
者
の
預
貯
金
や
土
地
家

屋
な
ど
を
調
査
す
る
こ
と
や
、
自
動
車
差
押
の
た

め
タ
イ
ヤ
ロ
ッ
ク
も
行
わ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。
た

だ
し
、
あ
く
ま
で
税
金
を
徴
収
す
る
こ
と
が
目
的

で
あ
り
、
滞
納
処
分
は
そ
の
た
め
の
手
段
で
あ
る

こ
と
を
ご
理
解
願
い
ま
す
。 

　

一
人
ひ
と
り
の
税
金
が
ま
ち
を
支
え
て
い
ま

す
。み
な
さ
ん
の
納
期
内
納
付
を
お
願
い
し
ま
す
。

そ
し
て
、
納
期
限
が
過
ぎ
て
も
未
納
と
な
っ
て
い

る
税
金
に
つ
い
て
は
、
至
急
自
主
納
付
し
て
い
た

だ
く
よ
う
あ
わ
せ
て
お
願
い
し
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
は
、
税
務
住
民
課
へ

回収方法
①不要入れ歯に熱湯をかけて

消毒するか、入れ歯洗浄剤
で洗浄してください。

②回収ボックス備え付けのビ
ニール袋に入れ、回収ボッ
クスに投入して下さい。

も
達
を
支
援
す
る
た
め
、
不
要
入
れ
歯
回
収
ボ
ッ

ク
ス
を
保
健
福
祉
会
館
玄
関
に
設
置
し
、
平
成
20

年
４
月
１
日
よ
り
回
収
を
し
ま
す
。

　

入
れ
歯
の
金
具
に
は
貴
重
な
貴
金
属
が
含
ま
れ

て
い
ま
す
。
こ
の
金
属
を
集
め
て
リ
サ
イ
ク
ル
し
、

そ
の
益
金
に
よ
り
ユ
ニ
セ
フ
を
通
し
て
世
界
の
子

ど
も
を
救
い
ま
す
。
入
れ
歯
以
外
に
も
歯
に
か
ぶ
せ

た
ク
ラ
ウ
ン
、
歯
に
詰
め
た
イ
ン
レ
ー
、
歯
と
歯
を

つ
な
い
だ
ブ
リ
ッ
ジ
で
も
結
構
で
す
。
た
だ
し
、
金

属
の
つ
い
て
い
な
い
入
れ
歯
は
回
収
で
き
ま
せ
ん
。

　

回
収
に
よ
っ
て
得
た
収
益
は
、
40
％
を
ユ
ニ
セ

フ
に
40
％
を
協
力
自
治
体
福
祉
事
業
に
寄
付
さ

れ
、
残
り
20
％
が
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
日
本
入
れ
歯
リ
サ

イ
ク
ル
協
会
の
活
動
費
に
充
て
ら
れ
ま
す
。

　

入
れ
歯
等
の
貴
金
属
を
ご
み
と
し
て
捨
て
て
し

ま
う
の
は
、
も
っ
た
い
な
い
こ
と
で
す
。
地
球
環

境
保
護
の
為
に
も
、
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

回収ボックス
サイズ（W�00×D�00×H900㎜）

納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か
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子
育
て
支
援
事
業
だ
よ
り

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
☎
（
５
８
）
７
３
７
３

■
２
歳
児
の
お
子
さ
ん
集
ま
れ
ー
！

▼
日　
　

時　

４
月
３
日（
木
）

　
　
　
　
　
　

午
前
10
時
30
分
～
11
時
30
分

▼
内　
　

容　

は
じ
め
ま
し
て

▼
場　
　

所　

保
健
福
祉
会
館

▼
対　
　

象　

平
成
17
年
４
月
２
日
～
平
成
18
年

　
　
　
　
　
　

４
月
１
日
生
ま
れ
の
お
子
さ
ん

■
田
丸
駅
前
町
営
駐
車
場
閉
鎖
の
お
知
ら
せ

　

駅
前
周
辺
の
商
店
街
へ
の
買
物
用
と
し
て
利
用

頂
い
て
い
ま
し
た
町
営
田
丸
駅
前
駐
車
場
は
、
そ

の
当
初
の
設
置
目
的
と
異
な
っ
た
利
用
が
さ
れ
て

い
る
こ
と
を
鑑
み
、
平
成
20
年
５
月
15
日
を
も
っ

て
閉
鎖
す
る
こ
と
と
し
ま
す
。

■
畜
犬
登
録
・
狂
犬
病
予
防
注
射
実
施

　

毎
年
４
月
に
実
施
し
て
い
る
畜
犬
登
録
・
狂
犬

病
予
防
注
射
（
集
合
注
射
）
を
次
の
よ
う
に
実
施

し
ま
す
。

　
「
登
録
」
は
生
涯
１
回
の
み
で
す
。
登
録
済
の

畜
犬
に
つ
い
て
は
、
狂
犬
病
予
防
注
射
の
み
行
っ

て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
す
で
に
登
録
さ
れ
て
い
る
畜
犬
に
つ
い

て
は
「
個
人
通
知
書
（
裏
面
問
診
票
）」
を
郵
送

し
ま
す
の
で
、
こ
れ
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、

当
日
会
場
受
付
へ
持
参
し
て
手
続
き
を
行
っ
て
く

だ
さ
い
。

　

ま
た
、日
時
な
ど
都
合
が
つ
か
な
い
場
合
に
は
、

動
物
病
院
で
集
合
注
射
（
２
６
５
０
円
）
を
受
け

て
い
た
だ
き
、
生
活
福
祉
課
で
予
防
注
射
済
登
録

を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。（
予
防
注
射
済
登
録
手
数

料
５
５
０
円
）

　

狂
犬
病
予
防
法
で
犬
の
登
録
（
生
涯
１
回
）

と
予
防
接
種
（
年
１
回
）
が
義
務
づ
け
さ
れ
て

い
ま
す
。
必
ず
犬
の
登
録
と
狂
犬
病
予
防
接
種

を
受
け
ま
し
ょ
う
！

　

ま
た
、
登
録
し
て
い
た
犬
が
死
亡
し
た
場
合
、

生
活
福
祉
課
へ
犬
の
死
亡
届
を
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●集合注射の日程及び料金
� 月21 日（月） � 月22 日（火）

ＪＡ伊勢・下外城田店
午前 10 時 �0 分
　　　～ 11 時 �0 分

ＪＡ伊勢・有田店
午前 10 時 �0 分
　　　～ 11 時 �0 分

ＪＡ伊勢・外城田店
午後 1 時～ 2 時

村山龍平記念館横
午後 1 時～２時 �0 分

【料金】
　登録・狂犬病予防注射の場合　　�,200 円
　狂犬病予防注射のみ　　　　　　�,200 円
　（予防注射済登録手数料 ��0 円が含まれています。）
　※お願い
　・つり銭のいらないようご準備ください。
　・フンの始末ができるよう袋などを持参ください。

▼
対　

象　

１
歳
～
未
就
園
の
お
子
さ
ん
と
そ
の

保
護
者

▼
場　

所　

保
健
福
祉
会
館

▼
定　

員　

20
組

▼
参
加
費　

３
０
０
円
／
回

ご
希
望
の
方
は
、
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
ま
で
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

 ５月 12 日（月）

 ６月  ２日（月）

 ７月  ７日（月）

 ８月  ４日（月）

 ９月 29 日（月）

10 月 27 日（月）

11 月 17 日（月）

■
０
．
１
ひ
ろ
ば

▼
日　
　

時　

４
月
17
日（
木
）

　
　
　
　
　
　

午
前
10
時
30
分
～
11
時
30
分

▼
場　
　

所　

保
健
福
祉
会
館

▼
内　
　

容　

こ
い
の
ぼ
り
を
つ
く
ろ
う

■
親
子
で
学
ぼ
う　

の
び
の
び
教
室

　
「
こ
ん
な
時
ど
う
す
れ
ば
？
」「
子
ど
も
の
気
持

ち
を
受
け
止
め
る
っ
て
？
」
例
え
ば
、食
事
の
時
、

友
達
と
遊
ぶ
時
、
け
ん
か
を
し
た
時
、
な
ど
実
際

に
子
ど
も
に
ど
ん
な
声
か
け
を
す
れ
ば
い
い
の
か

戸
惑
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

　

各
日
程
と
も
、
親
子
で
遊
び
な
が
ら
、
色
々
な

場
面
に
応
じ
た
子
ど
も
へ
の
声
か
け
の
仕
方
を
講

師
に
教
わ
り
ま
す
。
す
べ
て
の
日
程
の
参
加
が
前

提
で
す
。
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お知らせ広場

保
健
事
業
だ
よ
り

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
☎
（
５
８
）
７
３
７
３

■
３
歳
児
健
康
診
査

▼
日
に
ち　

４
月
９
日（
水
）

▼
受　
　

付　

午
後
０
時
50
分
～
１
時
20
分

▼
場　
　

所　

保
健
福
祉
会
館

▼
対　
　

象　

平
成
16
年
10
月
１
日
～
11
月
30
日

生
ま
れ
の
お
子
さ
ん
ま
た
は
前
回

未
受
診
の
お
子
さ
ん

※
該
当
児
に
は
、
個
人
通
知
致
し
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
は
、
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
へ

■
７
カ
月
児
相
談

▼
日
に
ち　

４
月
11
日（
金
）

▼
受　
　

付　

午
後
1
時
～
2
時

▼
場　
　

所　

保
健
福
祉
会
館

▼
対　
　

象　

平
成
19
年
８
月
16
日
～

　
　
　
　
　
　

９
月
15
日
生
ま
れ
の
お
子
さ
ん

▼
内　
　

容　

身
体
計
測
、
問
診
、
離
乳
食
相
談
、

育
児
相
談
、
は
な
♪
は
な
♪
お
は

な
し
会
さ
ん
の
読
み
聞
か
せ

■
離
乳
食
教
室

▼
日　
　

時　

４
月
23
日（
水
）

　
　
　
　
　
　

午
前
10
時
20
分
～
11
時
30
分

▼
場　
　

所　

保
健
福
祉
会
館

▼
内　
　

容　

離
乳
食
初
期
・
中
期
の
講
話
と
試
食

▼
対　
　

象　

生
後
７
カ
月
ま
で
の
お
子
さ
ん
と

そ
の
保
護
者

ご
希
望
の
方
は
、
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
ま
で
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
個
別
乳
が
ん
検
診

▼
検
診
日　

５
月
10
日（
土
）、
13・20・27
日（
火
）

▼
受　
　

付　

火
曜
日　

午
後
１
時
30
分
～

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

２
時
45
分

　
　
　
　
　
　

土
曜
日　

午
前
９
時
～

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

11
時
45
分

▼
場　
　

所　

玉
城
病
院

▼
対　
　

象　

40
歳
以
上
の
女
性

▼
内　
　

容　

マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
検
診
、
超
音
波

　

検
診
、
医
師
に
よ
る
視
触
診

▼
料　
　

金　

１
２
０
０
円

年
度
内
受
診
は
、
１
人
１
回
に
限
り
ま
す
。

ご
希
望
の
方
は
、
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
ま
で
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
栄
養
教
室
︵
高
血
圧
予
防
︶

▼
日　
　

時　

4
月
17
日（
木
）

　
　
　
　
　
　

午
前
9
時
30
分
～
正
午

▼
場　
　

所　

保
健
福
祉
会
館

▼
内　
　

容　

講
話
、
調
理
実
習
に
つ
い
て

▼
持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、

お
米
１
／
２
カ
ッ
プ

▼
料　
　

金　

３
０
０
円
（
材
料
費
）

年
度
内
受
診
は
、
１
人
１
回
に
限
り
ま
す
。

ご
希
望
の
方
は
、
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
ま
で
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
妊
婦
健
診
の
公
費
負
担
回
数
が

　

２
回
か
ら
５
回
に
な
り
ま
す
！

　

妊
娠
中
に
病
院
・
助
産
所
で
受
け
る
健
診
は
、

母
体
の
健
康
を
守
る
た
め
、
ま
た
赤
ち
ゃ
ん
の
発

育
・
発
達
を
守
る
た
め
に
も
欠
か
せ
な
い
も
の
で

す
。
妊
婦
さ
ん
の
経
済
的
負
担
軽
減
を
図
り
、
よ

り
健
全
な
妊
娠
期
を
送
っ
て
い
た
だ
く
た
め
平
成

20
年
４
月
１
日
か
ら
５
回
分
の
健
診
費
用
を
公
費

負
担
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

４
月
１
日
現
在
、
妊
娠
中
で
、
す
で
に
母
子
健

康
手
帳
を
受
け
取
ら
れ
て
い
る
方
に
は
追
加
の
３

回
分
の
受
診
券
を
郵
送
し
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
は
、
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
へ

町立保育所園庭開放のご案内
○日時　４月はお休みです。

玉
城
町
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
　

社
会
福
祉
協
議
会
☎
（
５
８
）
６
９
１
５

　
　
　
（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
）　
　
　
　
　

■
行
政
・
心
配
ご
と
相
談

▼
日　
　

時　

４
月
10
日（
木
）・
20
日（
日
）・

　
　
　
　
　
　

30
日（
水
）

　
　
　
　
　
　

午
後
１
時
～
３
時

▼
場　
　

所　

保
健
福
祉
会
館

▼
相
談
員　

民
生
児
童
委
員
・
行
政
相
談
員
・

　
　
　
　
　
　

人
権
擁
護
委
員

︻
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
︼

■
す
い
す
い
キ
ッ
ズ　

カ
ラ
フ
ル
ら
い
お
ん

▼
日　
　

時　

４
月
９
日（
水
）

　
　
　
　
　
　

午
前
10
時
30
分
～
11
時
30
分

▼
内　
　

容　

は
じ
め
ま
し
て
会

▼
場　
　

所　

保
健
福
祉
会
館　

研
修
室

■
４
月
の
は
な
♪
は
な
♪
お
は
な
し
会

▼
日　
　

時　

４
月
18
日（
金
）

　
　
　
　
　
　

午
前
10
時
30
分
～
11
時
30
分

▼
対
象
者　

０
～
３
歳
児
（
未
就
園
児
）

▼
場　
　

所　

保
健
福
祉
会
館　

研
修
室

■
﹁
玉
城
お
は
な
し
キ
ャ
ラ
バ
ン
﹂

▼
日
に
ち　

４
月
23
日（
水
）

▼
時　
　

間　

午
後
４
時
～
４
時
30
分

▼
会　
　

場　

さ
く
ら
児
童
館

▼
日
に
ち　

４
月
30
日（
水
）

▼
時　
　

間　

午
後
３
時
45
分
～
４
時
15
分

▼
会　
　

場　

梅
が
お
か
児
童
館

詳
し
く
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
代
表
の
飯
田
啓
子
さ

ん
☎
（
５
８
）
４
６
０
０
へ
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。
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平
成
₂₀
年
度
の
国
民
年
金
保
険
料
と

免
除
・
猶
予
の
制
度
に
つ
い
て

　

伊
勢
社
会
保
険
事
務
所

☎
０
５
９
６
（
２
７
）
３
６
０
４

（
一
）　

平
成
20
年
度
の
国
民
年
金
保
険
料
は
、
月

額
１
万
４
４
１
０
円
に
な
り
ま
す
。

（
二
）　

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
が
困
難
な
方

は
、
免
除
・
猶
予
・
学
生
納
付
特
例
の
申
請

を
し
て
下
さ
い
。

　
　
　

こ
れ
ら
の
申
請
を
し
て
承
認
さ
れ
た
期
間

は
未
納
と
は
な
ら
ず
、
老
後
に
年
金
を
受
け

取
る
た
め
の
資
格
期
間
に
含
ま
れ
る
だ
け
で

な
く
、
万
が
一
の
時
に
障
害
基
礎
年
金
や
遺

族
基
礎
年
金
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

①
保
険
料
免
除
制
度

　

経
済
的
理
由
に
よ
り
保
険
料
納
付
が
難
し
い

と
き
、
本
人
と
配
偶
者
、
世
帯
主
の
前
年
度
所

得
が
一
定
額
以
下
で
あ
れ
ば
、
全
額
又
は
一
部

（
３
／
４
、
１
／
２
、
１
／
４
）
が
免
除
さ
れ

ま
す
。

　

平
成
19
年
度
分
に
つ
い
て
は
６
月
末
ま
で
、

平
成
20
年
度
分
に
つ
い
て
は
７
月
か
ら
受
付

い
た
し
ま
す
。

②
若
年
者
納
付
猶
予
制
度

　

本
人
が
30
歳
未
満
の
場
合
、
本
人
と
配
偶

者
の
前
年
度
所
得
が
一
定
額
以
下
で
あ
れ
ば

世
帯
主
の
所
得
に
か
か
わ
ら
ず
全
額
が
猶
予

さ
れ
ま
す
。

③
本
人
が
学
生
の
場
合
、
本
人
の
前
年
度
所
得
が

一
定
額
以
下
で
あ
れ
ば
、
配
偶
者
や
世
帯
主
の

所
得
に
か
か
わ
ら
ず
全
額
免
除
さ
れ
ま
す
。

　

免
除
な
ど
が
承
認
さ
れ
た
期
間
に
つ
い
て

は
、10
年
以
内
で
あ
れ
ば
後
か
ら
納
付
（
追
納
）

し
て
満
額
の
年
金
に
近
づ
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
が
、
免
除
な
ど
承
認
を
受
け
た
期
間
の
翌
年

度
か
ら
起
算
し
て
３
年
度
目
以
降
に
追
納
す
る

場
合
に
は
、
加
算
額
を
上
乗
せ
し
た
保
険
料
を

納
付
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

日
本
郵
便
松
阪
支
店　

郵
便
課

☎
０
５
９
８
（
２
１
）
７
１
６
６

　

玉
城
郵
便
局　
　
　
　

☎
（
５
８
）
３
０
７
５

　

東
外
城
田
郵
便
局　
　

☎
（
５
８
）
２
８
６
５

　

身
体
障
が
い
者
お
よ
び
知
的
障
が
い
者
の
福
祉
に

対
す
る
国
民
の
理
解
と
認
識
を
更
に
深
め
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
、
重
度
の
身
体
障
が
い
者
の
方
お
よ
び

重
度
の
知
的
障
が
い
者
の
方
で
希
望
さ
れ
る
方
に
、

青
い
鳥
を
デ
ザ
イ
ン
し
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
封
筒
に
通
常

郵
便
葉
書
を
お
入
れ
し
て
無
料
で
差
し
上
げ
ま
す
。

▼
配
布
の
対
象　

身
体
障
生
者
手
帳
１
級
又
は
２

級
の
方
・
療
育
手
帳
に
「
Ａ
」

と
標
記
さ
れ
て
い
る
方

▼
受
付
期
間 

４
月
１
日（
火
）～
６
月
２
日（
月
）

ま
で

▼
配
布
葉
書　

通
常
郵
便
葉
書
（「
く
ぼ
み
入

り
」、「
無
地
」
又
は
「
イ
ン
ク

ジ
ェ
ッ
ト
紙
」）

▼
配
布
枚
数　

一
人
に
つ
き
20
枚

※
平
成
20
年
４
月
21
日（
月
）
以
降
に
配
布
い
た

し
ま
す
。

青
い
郵
便
葉
書
の
無
償
配
布

ありがとう手帖
○日本真道流舞道　宗家　津田正

剣様から町福祉事業にと吟詠剣
詩舞道大会募金４６，６０３円の
ご寄付をいただきました。

○玉城わかば学園のみなさんが役
場玄関にパンジー（プランター
２個）をお寄せいただきました。

《玉城町社会福祉協議会へ》
リズム親睦会　様 １５, ３００円

《玉城町図書館へ》
匿名希望　様

幕内秀夫著「“食育”明日からできる10の提案」　他３冊

　
　

玉
城
弘
法
温
泉
ふ
れ
あ
い
の
館

☎（
５
８
）８
８
０
０

　

４
月
１
日（
火
）
か
ら
、
ア
ス
ピ
ア
玉
城
ふ
れ

あ
い
の
館
「
玉
城
弘
法
温
泉
」
の
営
業
時
間
を

１
時
間
延
長
し
ま
す
。

今
ま
で
午
後
７
時
受
付
終
了
午
後
８
時
閉
館
で

し
た
が
、
午
後
８
時
受
付
終
了
午
後
９
時
閉
館

と
な
り
ま
す
。

開
館
時
間
は
午
前
10
時
で
変
更
あ
り
ま
せ
ん
。

（
毎
水
曜
日
休
館
）

　

一
層
ご
利
用
し
て
い
た
だ
き
や
す
く
な
り
ま

す
の
で
、
皆
様
の
ご
利
用
を
お
待
ち
い
た
し
て

お
り
ま
す
。

「
玉
城
弘
法
温
泉
」営
業
時
間
を
延
長

踏
み
切
り
設
備
の
な
い
場
所
で
の
線
路

横
断
は
絶
対
に
や
め
ま
し
ょ
う

　
東
海
旅
客
鉄
道
株
式
会
社　

三
重
支
店　

松
阪
工
務
区

☎
０
５
９
８
（
２
１
）
５
６
５
７

　
Ｊ
Ｒ
東
海
松
阪
工
務
区
で
は
、
踏
切
設
備
の
な

い
場
所
で
列
車
の
直
前
を
横
断
し
、
列
車
が
急
停

止
す
る
と
い
う
事
象
が
多
発
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
一
歩
間
違
え
れ
ば
重
大
な
死
傷
事
故

に
つ
な
が
り
ま
す
。
踏
切
設
備
の
な
い
場
所
で
の

路
線
横
断
は
絶
対
に
や
め
ま
し
ょ
う
。

　
Ｊ
Ｒ
東
海
で
は
、
踏
切
設
備
の
な
い
場
所
で
危

険
と
思
わ
れ
る
箇
所
に
は
、
さ
く
垣
・
フ
ェ
ン
ス
・

注
意
看
板
等
を
設
置
し
て
警
告
し
て
い
ま
す
。

　

踏
切
や
地
下
道
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
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お知らせ広場 T
am

aki N
ew

s

平
成
21
年
歌
会
始

お
題
お
よ
び
詠
進
歌
の
詠
進
要
領

宮　

内　

庁

　

平
成
21
年
歌
会
始
の
お
題
が
決
ま
り
ま
し
た
。

▼
お　
　
　

題　
「
生
」
と
定
め
ら
れ
ま
し
た
。

▼
詠
進
歌
の
詠
進
要
領

①
詠
進
歌
は
、
お
題
を
詠
み
込
ん
だ
自
作
の
短

歌
で
一
人
一
首
と
し
、
未
発
表
の
も
の
に
限

り
ま
す
。

②
書
式
は
、
半
紙
を
横
長
に
用
い
、
右
半
分
に

お
題
と
短
歌
、
左
半
分
に
郵
便
番
号
、
住
所
、

電
話
番
号
、氏
名
（
本
名
、ふ
り
が
な
つ
き
）、

生
年
月
日
お
よ
び
職
業
を
縦
書
き
で
書
い
て

く
だ
さ
い
。
無
職
の
場
合
も
無
職
と
記
載
。

③
用
紙
は
、
半
紙
と
し
、
毛
筆
で
自
書
し
て
く

だ
さ
い
。

▼
詠
進
の
期
間　

９
月
30
日
ま
で

▼
郵
便
の
宛
先　

〒
１
０
０⊖

８
１
１
１
宮
内
庁

宛　

封
筒
に
「
詠
進
歌
」
と
表

記
し
て
く
だ
さ
い
。

　

そ
の
他
、
詳
し
く
は
直
接
、
右
記
宮
内
庁
式
部

職
へ
返
信
用
切
手
を
貼
っ
た
封
筒
を
添
え
て
、
９

月
20
日
ま
で
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
宮
内
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://

w
w

w
.kunaicho.go.jp/12d12-08.htm

l

）
を
ご

参
照
く
だ
さ
い
。

　

日
本
証
券
業
協
会

　

証
券
決
済
制
度
改
革
推
進
セ
ン
タ
ー

☎
０
３
（
３
６
６
７
）
４
５
０
０

（
平
日
：
午
前
９
時
～
午
後
５
時
）

①
株
券
電
子
化
に
よ
り
、
上
場
会
社
の
株
券
は
無

効
と
な
り
、
株
主
の
権
利
は
証
券
会
社
な
ど
の

金
融
機
関
の
口
座
で
電
子
的
に
管
理
さ
れ
ま
す
。

②
お
手
元
の
株
券
が
本
人
名
義
に
な
っ
て
い
な
い

場
合
は
、
電
子
化
に
よ
り
株
主
と
し
て
の
権
利
を

失
う
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
の
で
、
注
意
が
必
要
で

す
。
ご
自
宅
の
タ
ン
ス
や
貸
金
庫
で
長
期
間
保
管

さ
れ
て
い
る
株
券
の
中
に
は
、
名
義
書
換
や
転
居

の
際
の
住
所
変
更
な
ど
が
済
ん
で
い
な
い
も
の
も

あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
の
で
、
こ
の
機
会
に
ご
確

認
さ
れ
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

③
株
券
電
子
化
に
よ
り
、
株
式
の
管
理
や
取
引
が

よ
り
効
率
的
に
、
よ
り
安
全
に
行
え
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。

２
０
０
９
年
１
月

上
場
会
社
の
株
券
が
電
子
化
さ
れ
ま
す
!!

地
上
ア
ナ
ロ
グ
テ
レ
ビ
放
送

終
了
の
お
知
ら
せ

　

現
行
の
地
上
ア
ナ
ロ
グ
テ
レ
ビ
放
送
は
、
地
上

デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
放
送
へ
の
移
行
に
伴
い
、
２
０

１
１
年
７
月
24
日
ま
で
に
終
了
い
た
し
ま
す
。

　

独
立
行
政
法
人
自
動
車
事
故
対
策
機
構

　

三
重
支
所
（
総
務
担
当
）

☎
０
５
９
（
３
５
０
）
５
１
８
８

　

自
動
車
事
故
対
策
機
構
は
、
交
通
遺
児
等
に
な

ら
れ
た
方
に
育
成
資
金
の
貸
付
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

自
動
車
事
故
が
原
因
で
保
護
者
が
死
亡
又
は
重

度
の
後
遺
障
害
が
残
っ
た
方
の
子
弟
で
、
０
歳
か

ら
中
学
生
の
子
ど
も
を
対
象
に
、
無
利
子
で
貸
付

け
る
制
度
で
す
。

　

貸
付
金
額
は
、
児
童
１
人
に
つ
き
一
時
金
「
15

万
５
０
０
０
円
」、決
定
月
以
後
月
額
「
２
万
円
」、

小
学
校
と
中
学
校
入
学
時
に
入
学
支
度
金
と
し
て

「
４
万
４
０
０
０
円
」
の
貸
付
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

返
済
期
限
及
び
方
法
は
、
20
年
以
内
で
月
賦
等

に
よ
る
均
等
払
い
と
な
っ
て
い
ま
す
。

介
護
料
の
支
給

　

自
動
車
事
故
に
よ
り
頭
部
、
脊
髄
、
胸
腹
部
臓

器
に
損
傷
を
受
け
、
後
遺
障
害
の
程
度
が
左
記
に

該
当
（
相
当
）
す
る
方
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

①　

自
動
車
損
害
賠
償
責
任
保
険（
共
済
）の「
介

護
を
要
す
る
後
遺
障
害
」
等
級
第
１
級
１
号
・

２
号
で
常
時
要
介
護
の
方

　

・
介
護
に
要
す
る
費
用
の
負
担
に
応
じ
て

　
　

月
額
：
５
万
８
５
７
０
円
～
13
万
６
８
８
０
円

②　

自
動
車
損
害
賠
償
責
任
保
険（
共
済
）の「
介

護
を
要
す
る
後
遺
障
害
」
等
級
第
２
級
１
号
・

２
号
で
随
時
要
介
護
の
方

　

・
月
額
：
２
万
９
２
９
０
円
～
５
万
４
０
０
０
円

注
：
事
故
が
平
成
14
年
３
月
31
日
以
前
の
方
は
、

等
級
認
定
が
変
更
に
な
っ
て
い
ま
す
。

交
通
事
故
被
害
に
遭
わ
れ
相
談
先
に
お
困
り
の
方

　
「
交
通
事
故
被
害
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」で
各
種
相
談

機
関
の
窓
口
紹
介
を
ご
案
内
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

　
　

☎
０
５
７
０
（
０
０
０
）
７
３
８

　
　
　
（
全
国
ど
こ
か
ら
で
も
３
分
８
．
５
円
）

交
通
遺
児
等
へ
の
育
成
資
金
の
貸
付

　

地
上
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
放
送
の
視
聴
方
法
な
ど

受
信
に
関
す
る
相
談
、
お
問
い
合
わ
せ
は
、
左
記

へ
お
願
い
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

受
信
相
談
／
総
務
省
地
上
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
ジ
ョ

ン
放
送
受
信
相
談
セ
ン
タ
ー

☎
０
５
７
０
（
０
７
）
０
１
０
１

Ｉ
Ｐ
電
話
等
、ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
が
繋
が
ら
な
い
方

☎
０
３
（
４
３
３
４
）
１
１
１
１

視
聴
エ
リ
ア
／
（
社
）
デ
ジ
タ
ル
放
送
推
進
協
会

Ｈ
Ｐ
：http://w

w
w

.dpa.or.jp/
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の
書
図
着
新

せ
ら
し
お

消
防
本
部
予
防
課　

☎
（
２
５
）
１
２
６
３

乙
種
︵
全
類
︶
と
丙
種
試
験

▼
日
に
ち　

６
月
22
日（
日
）

▼
場　
　

所　

伊
勢
市
神
田
久
志
本
町
１
７
０
４
番
地

　
　
　
　
　
　

皇
學
館
大
學

▼
申　
　

込　

４
月
18
日（
金
）～
４
月
30
日（
水
）

（
願
書
は
、
消
防
本
部
、
各
分
署
、
各
出
張
所
に

あ
り
ま
す
）
必
要
事
項
を
記
入
し
、
財
団
法
人

　

消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
三
重
県
支
部
宛
へ

予
備
講
習
会

▼
日
に
ち　

５
月
16
日（
金
）

　
　
　
　
　
　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

▼
場　
　

所　

伊
勢
市
岩
渕
１
丁
目
13
番
15
号

　
　
　
　
　
　

伊
勢
市
観
光
文
化
会
館

▼
科　
　

目　

乙
種
第
４
類

▼
定　
　

員　

１
０
０
名

▼
受
講
料　

４
０
０
０
円

　
　
　
　
　
（
希
望
者
の
み
教
材
費
が
別
途
必
要
）

▼
申　
　

込　

４
月
21
日（
月
）～
５
月
９
日（
金
）

に
、
申
込
書
（
同
課
に
あ
り
ま
す
）
に
必
要
事

項
を
記
入
し
、
郵
送
又
は
直
接
申
し
込
ん
で
下

さ
い
。（
社
）
三
重
県
危
険
物
安
全
協
会
☎
０

５
９
（
２
２
６
）
８
３
７
８
、
〒
５
１
４⊖

８

５
６
７　

津
市
桜
橋
三
丁
目
４
４
６⊖

３
４　

三
重
県
津
庁
舎
５
階　

宛
へ

▼
そ
の
他　

会
場
へ
は
、
公
共
の
交
通
機
関
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

津
地
方
裁
判
所
事
務
局
総
務
課
人
事
第
一
係

☎
０
５
９
（
２
２
６
）
４
８
０
５

　

平
成
20
年
度
の
裁
判
所
事
務
官
採
用
Ⅰ
種
・
Ⅱ

種
試
験
お
よ
び
家
庭
裁
判
所
調
査
官
補
採
用
Ⅰ
種

試
験
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

▼
受
付
期
間　

４
月
１
日（
火
）～
４
月
15
日（
火
）

　
　
　
　
　
　

当
日
消
印
有
効

▼
第
１
次
試
験　

６
月
１
日（
日
）

▼
受
験
資
格

昭
和
53
年
４
月
２
日
～
昭
和
62
年
４
月
１
日
ま

で
に
生
ま
れ
た
者　

受
験
案
内
は
最
寄
り
の
裁
判
所
で
配
布

　

三
重
労
働
局
労
働
基
準
部
監
督
課

☎
０
５
９
（
２
２
６
）
２
１
０
６

　

人
事
院
中
部
事
務
局

☎
０
５
２
（
９
６
１
）
６
８
３
８

　

全
国
約
５
４
０
０
万
人
の
労
働
者
が
安
心
し
て

働
け
る
職
場
環
境
を
実
現
す
る
た
め
、
事
業
主
に

労
働
基
準
関
係
法
令
を
遵
守
さ
せ
る
と
と
も
に
労

働
条
件
の
向
上
を
図
る
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い

る
の
が
、「
労
働
基
準
監
督
官
（
厚
生
労
働
省
専

門
職
員
・
国
家
公
務
員
）｣

で
す
。
労
働
基
準
監

督
官
は
、
毎
年
、
人
事
院
・
厚
生
労
働
省
が
実
施

す
る｢

労
働
基
準
監
督
官
採
用
試
験｣

の
合
格
者

か
ら
採
用
さ
れ
ま
す
。

　

平
成
20
年
度
労
働
基
準
監
督
官
採
用
試
験
の
受

験
資
格
・
日
程
等
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
県
内

各
労
働
基
準
監
督
署
、
三
重
労
働
局
労
働
基
準
部

監
督
課
又
は
人
事
院
中
部
事
務
局
ま
で
、
お
気
軽

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

裁
判
所
職
員
募
集

玉
城
町
図
書
館　

☎
（
５
８
）
８
２
１
２

　

季
節
は
春
！
春
を
待
ち
わ
び
た
桜
た
ち
が
一
斉
に
花
開
か

せ
る
よ
う
に
、今
が
旬
の
本
も
次
々
と
出
版
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

良
い
本
と
出
会
い
、
心
の
花
を
咲
か
せ
ま
し
ょ
う
。

　

玉
城
町
図
書
館
で
は
、
旬
の
本
・
話
題
の
本
を
取
り
揃

え
、
皆
さ
ん
の
ご
来
館
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
ど
う
ぞ

ご
利
用
く
だ
さ
い
。
な
お
、
新
規
で
ご
利
用
の
方
は
図
書

カ
ー
ド
の
登
録
が
必
要
で
す
。

●
購
入
図
書

山
田　

悠
介 

「
パ
ズ
ル
」・「
ス
ピ
ン
」

万
城
目　

学 

「
鹿
男
あ
を
に
よ
し
」

青
木　

陽
子 

「
雪
解
け
道
」

Ｔ　

Ｂ　

Ｓ 

「
余
命
１
个
月
の
花
嫁
」

桐
野　

夏
生 

「
は
じ
め
て
の
文
学
」

内
田　

康
夫 

「
靖
国
へ
の
帰
還
」

三
浦
し
お
ん 

「
ま
ほ
ろ
駅
前
多
田
便
利
軒
」

桜
庭　

一
樹 

「
私
の
男
」

曽
野　

綾
子 

「
言
い
残
さ
れ
た
言
葉
」

近
藤　

勝
重 

「
し
あ
わ
せ
の
雑
学　

笑
顔
編
」

佐
藤　

富
雄 

「『
あ
り
が
と
う
』
は
魔
法
の
言
葉
」

松
本　

幸
夫 

「
仕
事
が
10
倍
速
く
な
る　

す
ご
い
！
法
」

阿
川　

弘
之 

「
大
人
の
見
識
」

本
郷　

陽
二 

「
頭
が
い
い
人
の
敬
語
の
使
い
方
」

杉
原　

輝
雄 

「
生
涯
現
役
」

婦
人
之
友
社 

「
シ
ン
プ
ル
ラ
イ
フ
を
め
ざ
す　

基
本
の
家
事
」

︵
健
康
書
︶

斉
藤　

洋
三 

「
改
訂
新
版　

花
粉
症
の
最
新
治
療
」

新
谷　

弘
美 

「
病
気
に
な
ら
な
い
生
き
方
３　

若
返
り
編
」

︵
児
童
書
︶

上
橋
菜
穂
子 

「
夢
の
守
り
人
」

︵
絵　

 

本
︶

メ
グ
・
ホ
ソ
キ
「
い
ぬ
と
わ
た
し
の
10
の
や
く
そ
く
」

板
橋　

敦
子 

｢

ぶ
た
さ
ん
ち
の
ひ
な
ま
つ
り｣

島
田　

ゆ
か 

「
バ
ム
と
ケ
ロ
の
に
ち
よ
う
び
」

中
川
ひ
ろ
た
か
「
お
お
き
く
な
る
っ
て
い
う
こ
と
は
」

　
　
　

 

「
み
ん
な
と
も
だ
ち
」

　

購
入
し
た
い
本
の
リ
ク
エ
ス
ト
が
あ
り
ま
し
た
ら
図
書

館
ま
で
お
願
い
し
ま
す
。（
予
算
、
内
容
に
照
ら
し
、
購

入
を
検
討
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。）

平
成
₂₀
年
度
前
期
危
険
物
取
扱
者
試
験

平
成
₂₀
年
度
労
働
基
準
監
督
官
採
用
試
験
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歴史こぼれ噺
前
回
掲
載
し
た
あ
る
村
で
の
飢
餓
の
惨
状

は
、
特
殊
な
事
情
で
引
き
起
こ
さ
れ
た
の

で
は
な
い
。
人
口
激
減
の
事
例
で
も
理
解

出
来
る
よ
う
に
、
玉
城
町
内
で
も
各
所
で

飢
餓
の
惨
状
に
類
似
す
る
よ
う
な
事
件
が

見
ら
れ
た
は
ず
で
あ
る
。
た
だ
、
そ
の
具

体
的
な
記
録
が
発
見
さ
れ
て
い
な
い
の
で

あ
る
。

歴史こぼれ噺
　ばなし

十
二

　

村
が
亡
所
（
村
人
が
居
な
く
な
る
こ
と
）
と
な
る
恐

れ
が
あ
る
と
か
、
軒
数
が
次
第
に
減
少
し
、
現
在
は
半

分
の
五
十
軒
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
記
録
が
散
見

さ
れ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
飢
饉
が
あ
っ
た
と
い
わ
れ
る
享

保（
一
七
一
六
）、天
明（
一
七
八
一
）、天
保（
一
八
三
○
）

の
時
代
に
は
、
玉
城
町
内
の
此
処
彼
処
で
例
示
し
た
よ

う
な
状
況
が
引
き
起
こ
さ
れ
て
い
た
と
判
断
で
き
る
。

　

神
宮
文
庫
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る｢

萬
歳
留｣

（
写

し
を
玉
城
町
史
編
纂
室
に
保
存
）
や
、
町
内
各
地
区
か

ら
提
供
さ
れ
た
文
書
の
な
か
に
は
、
疲
弊
し
て
し
ま
っ

た
村
々
の
状
況
が
、
詳
し
く
記
録
さ
れ
て
い
る
も
の
が

多
い
。

　

こ
の
よ
う
な
時
代
を
七
世
代
八
世
代
に
も
わ
た
っ
て

生
き
延
び
て
き
た
先
祖
の
方
々
の
歴
史
を
理
解
も
せ
ず

に
、や
れ
藩
主
が
ど
う
の
と
か
、傑
出
し
た
領
主
で
あ
っ

た
と
か
、
稀
に
見
る
文
化
人
で
あ
る
と
か
、
陽
あ
た
る

歴
史
に
の
み
興
味
を
も
っ
て
い
て
は
、
過
去
帳
に
記
載

さ
れ
て
い
る
先
祖
に
は
全
く
顔
向
け
が
で
き
な
い
。

　

上
目
使
い
で
歴
史
を
眺
め
る
だ
け
で
な
く
、
平
衡
感

覚
よ
ろ
し
く
多
角
的
に
歴
史
を
直
視
す
る
姿
勢
で
受
け

と
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

四
の
回
か
ら
、
八
回
に
わ
た
っ
て
、
徳
川
家
の
江
戸

期
統
治
の
基
本
姿
勢
に
つ
い
て
述
べ
て
き
た
の
で
あ
る

が
、
ま
だ
、
二
項
目
が
残
さ
れ
て
い
る
。

㈠　

人
の
道
よ
り
も
紀
伊
徳
川
家
の｢

掟
・
オ
キ
テ
・

き
ま
り｣

が
優
先
さ
れ
る
。

㈡　

百
姓
は
米
を
食
べ
ず
に
雑
穀
を
食
べ
よ
。

　

こ
の
二
項
目
に
つ
い
て
、簡
単
に
解
説
を
し
て
お
く
。

㈠
紀
伊
徳
川
家
の｢

掟｣

（
オ
キ
テ
・
定
め
、
き
ま
り
）

と
は
。

　

紀
伊
徳
川
家
の
所
領
地
を
治
め
る
際
、
何
事
に
も
優

先
す
る
き
ま
り
の
こ
と
で
あ
る
。
特
に
、
百
姓
や
町
人

が
願
い
事
が
あ
っ
て
も
、
そ
れ
が
支
配
者
側
に
認
め
ら

れ
な
い
時
に
引
き
起
こ
す
百
姓
一
揆
（
願
い
が
拒
否
さ

れ
た
と
き
、
あ
く
ま
で
も
実
現
す
る
た
め
に
行
う
集
団

に
よ
る
要
求
実
現
統
一
行
動
）
や
打
ち
壊
し
（
主
に
町

人
が
要
求
実
現
の
た
め
行
っ
た
、
支
配
者
側
に
つ
い
て

い
る
庄
屋
・
高
利
貸
し
・
商
人
等
の
家
や
商
品
を
集
団

で
打
ち
壊
す
こ
と
）
が
行
わ
れ
そ
う
な
気
配
が
あ
る
時

や
行
わ
れ
た
後
、
世
の
人
々
に
知
ら
せ
る
文
書
に
は
、

こ
の｢

掟｣
遵
守
の
語
句
が
、
必
ず
使
用
さ
れ
た
。
紀

伊
徳
川
家
の
紀
州
勢
州
統
治
の
初
期
（
十
七
世
紀
な
か

ご
ろ
）
に
側
近
の
家
老
た
ち
が
通
達
し
た｢

定｣

に
次

の
よ
う
な
文
言
が
あ
る
。

　

｢

結
徒
党
起
請
文
を
書
き
神
水
を
の
み
一
味
同
心
仕

候
儀
公
儀
之
御
法
度
也
如
此
之
輩
ハ
縦
道
理
有
共
可
為

罪
科
事｣

　

こ
の
文
言
の
説
明
は
次
回
と
す
る
。

【
原
作
提
供
者　

加
納
利
和
】

有 料 広 告
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10 ビデオレポート00
9

11

特別番組

6

7
8

00
00

0 ビデオレポート00

1 00
2
3

4 00

ビデオレポート

ビデオレポート

知っ得　納得①②
ちょっと玉城①②

特別番組

知っ得　納得①②
ちょっと玉城①②

00 ／ 15 
30 ／ 45

知っ得　納得①
知っ得　納得②
ちょっと玉城①
ちょっと玉城②

00
15 
30
45

5

7 特別番組00
8

9
10 ビデオレポート00

11 00
12

1 知っ得　納得①②
ちょっと玉城①②

2 番組終了

特別番組

知っ得　納得①②
ちょっと玉城①②

6 ビデオレポート00

知っ得　納得①②
ちょっと玉城①②

たまきチャンネルたまきチャンネル
番組に関するお問い合わせ…
役場総務課広報公聴 TEL 58-8200
放送に関するお問い合わせ…
㈱アイティービー制作部 TEL 27-0700

CATV
10ch ...

3月25日～4月24日番組予定

・番組の紹介、行政情報など

ビデオレポート

注意：番組は予告なく変更する場合があります。

議会放送（終了まで）
　町議会が開催される当日午後 9 時から録画放送。
　また、議会閉会翌週午前 9 時から再放送をします。

特別番組

（毎週土曜日に更新）
町内での催しなどを取材。（放送期間＝ 2 週間）

（毎月1日・16日に更新）
 行政・広報番組、企画・特別編集番組など	

知っ得　納得（毎月5日・20日に更新）
役場職員が、町の事業紹介、お知らせなど

ちょっと玉城（4月から毎週土曜日更新に変わります）
町のお知らせ番組（音声付文字情報）

00

議 会 放 送
（議会終了まで）

当日録画

【3 月 29 日～】
　・市町対抗駅伝大会
　・小学校卒業証書授与式		  　など

【4 月 5 日～】
　・囲碁大会
　・保育所修了式			  　など

【4 月 12 日～】
　・村山龍平翁生誕祭
　・保育所入所式			  　など

【4 月 19 日～】
　・桜まつりダイジェスト		  　など

【4 月 1 日～】
　・子育てトークライブ		  　など

【4 月 16 日～】
　・ファイヤーボランティア	 　など

【4 月 5 日～】
　子育て支援のしくみ

【4 月 20 日～】
　平成 20 年度予算

00 ／ 15 
30 ／ 45

00 ／ 15 
30 ／ 45

00 ／ 15 
30 ／ 45

00 ／ 15 
30 ／ 45

議 会 放 送
（議会終了まで）

翌週録画

有 料 広 告有 料 広 告

二輪免許キャンペーン
いつかは乗ってみたいなぁ～♪と思っていた憧れのバイク★

そんなあなたに！　年に一度のこのチャンス！！

〒 519-0503
伊勢市小俣町元町 1648-10
 Web:  http://www.safety-nanbu.com

共感運転の

南部自動車学校

共感運転の南部自動車学校SLOW & STEADY

℡ 0596-23-1155

５月１１日（日）
ハーレー大試乗会 !!
あの、憧れのハーレー達に
ナンブ教習コース内において、

無料で乗り放題！！
免許が無くても、倒してしまっても、
大丈夫です♪　　お楽しみに♪♪

特典① 特典② 特典③
　普通二輪と大型二輪 　先着３０名様！！ 　教習ローン金利・

　セットプラン 　グローブプレゼント！ 　手数料無料 !！
連続で教習できますし、なんと！
￥３７, ８００円もお得になります。

乗車には、必ず必要になるアイテム！
　　入校時にプレゼント♪

普通二輪 ￥８, ３００円×１５回
大型二輪 ￥６, ６００円×１５回
＊詳しくは、お問い合わせください
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■玉城町役場（総務課）	 TEL58-8200　FAX58-4494
●税務住民課	 TEL58-8201
●生活福祉課	 TEL58-8203
●上下水道課	 TEL58-8207
●建設産業課	 TEL58-8205
●農林商工課	 TEL58-8204
●出納室	 TEL58-8210
●議会事務局	 TEL58-8211
●教育委員会（村山龍平記念館）	TEL58-8212　FAX58-7588
■玉城病院	 TEL58-3039　FAX58-7299
■介護老人保健施設ケアハイツ玉城
　・介護老人保健施設	 TEL58-3770　FAX58-3790
　・訪問看護ステーション	TEL58-8117
　・訪問介護	 TEL58-8117
　・居宅介護支援事務所	 TEL58-8822
■健康管理センター	 TEL58-7373　FAX58-7625
　（地域包括支援センター）
■保健福祉会館	 TEL58-8000　FAX58-8039
■社会福祉協議会	 TEL58-6915　FAX58-6916
■中央公民館	 TEL58-6331　FAX58-7755
■アスピア玉城
　　玉城ふれあいの館	 TEL58-8800　FAX58-8801
　　（弘法温泉）
　　ふるさと味工房	 TEL58-8686
■さくら児童館	 TEL58-8527　FAX58-8528
■梅がおか児童館	 TEL58-8345　FAX58-8346

TEL 58-8213
休日・夜間当直室

まちかど掲示板

今 月 の 表 紙

人 の 動 き

玉城町役場は 8：30am～7：00pm まで開庁しています
住民票、所得証明、各種申請、相談など、どうぞご利用ください。

有 料 広 告

　４月７日（月）　14 日（月）　28 日（月）
時　間　午前 10 時～ 11 時 30 分
場　所　保健福祉会館　健康相談室
対　象　40 歳以上の方
内　容　手遊び、簡単なストレッチ体操、健康御師による
　　　　体操など
お問い合わせは、健康管理センターへ

いきいきクラブ

　町税などの納期は、期限を守って納めてください。
納期は次のとおりです。
●固定資産税（第１期）
　４月 30 日（水）
お問い合わせは、税務住民課へ
●国民健康保険料・介護保険料（第１期）
　4 月 30 日（水）
お問い合わせは、生活福祉課へ

町税など納期のお知らせ

　４月３日（木）　５月１日（木）
時　間　午前９時 30 分～ 11 時 30 分
場　所　保健福祉会館　健康相談室
お問い合わせは、健康管理センターへ

健康相談

　４月 11 日（金）
受　付　午前 10 時～ 11 時 30 分
　　　24 日（木）
受　付　午前 10 時～ 11 時 30 分　午後 1 時～ 2 時 30 分
場　所　保健福祉会館
対　象　生後２カ月～未就園のお子さん
内　容　身体計測、離乳食（栄養）や子育て全般に関する相談、
　　　　おっぱい相談（24 日午前のみ）
＊おっぱい相談は、予約が必要です。希望される方は、健康
管理センターへお申し込みください。
＊母子健康手帳をお持ちください
お問い合わせは、健康管理センターへ

乳幼児相談

（平成 20 年２月 29 日現在）

（　）は 2 月 1 日以降の増減

　４月９日（水）　23 日（水）
時　間　午前 10 時～午後 4 時
場　所　玉城町役場
予約は、生活福祉課へ

障害者相談支援センター「ブレス」巡回相談日

人 口　15,227 人（＋　5人）
男　　　7,447 人（＋14人）
女　　　7,789 人（－ 9人）
世帯数　  4,903 世帯（＋11世帯）

勝田  

撮影 : 広報編集委員会

　好天に恵まれ、３月 16 日、開催さ
れた ｢美し国三重市町対抗駅伝｣。町
内のタスキリレー地点では、たくさん
の人から ｢チーム玉城｣ に声援が贈ら
れていました。
　出場された選手や関係者のみなさん
お疲れ様でした。

（詳細は次号で掲載の予定です）
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